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 M7  九州共立大学　工学部　建築学科 

 折尾レトロ観光のパンフレットは、１０月下旬に発行予定で、現在、製作中です。 
 

 さて、今回は折尾の街にある、たくさんのトンネルについてお話をします。 

【風のトンネル（折尾隧道）】 

県道１９９号線の折尾と水巻の間のトンネルで、線路高架事業の工事ため、１０月３日より撤去

されます。種田山頭火が、赤間方面から折尾に来た時に「風のトンネルを抜けてすぐ乞いはじめる」

と詠んだことから、「風のトンネル」と呼ばれるようになりました。以前は、「折尾隧道」と表示   

してあったあたりに「風のトンネル」と表示してあったと記憶しています。山頭火は、現在の折尾

保育園前の旅館に宿泊していたようです。 
 

【鹿児島本線高架下の赤煉瓦トンネル】 

 折尾の街は、鹿児島本線の土盛りの高架で南北に分断されています。それを繋ぐためのトンネル

が数か所にあります。学園大通りから折尾駅西口に抜ける道路も、以前は、折尾スターレーン付近

から折尾駅西口（平井写真館）の所に抜けるトンネルのように、赤煉瓦のトンネルでした。 

子供の頃、この長くて暗いトンネルを通るのが怖くて、急いで走り走り抜けていました。この思

い出の赤煉瓦のトンネルも、線路の高架事業で、近い将来に撤去されてしまいます。 

取り壊されてしまう前に、この赤煉瓦のトンネルを通ってみませんか？！ 

＝『折尾レトロ観光』進捗状況（北九州市きらきら助成事業）＝ 

 

＝  授 産 品 バ ザ ー 開 催  ＝ 

 今年度第５回目の「授産品バザー」は９月２１日（水）に「旧ゆめ広場」にて開催いたしました。

この日は台風１５号の影響が心配され、授産品の搬入の際は強風のため品物が飛ばされそうになっ

たりして心配しましたが、風は強かったものの午後からは晴天になり無事にバザーを行なうことが

できました。台風のためか、やはり来場して下さる方は前月よりも少ない状況でしたが、そんな中、

赤間からわざわざバザーに駆けつけてくださった方もいて大変ありがたいと感じました。 

今月のバザー売り上げの特徴としては、小物の売り上げがよかったこと、中でも「朱肉」の売り

上げがよかったことです。この「朱肉」は普通の「朱肉」ではなく、「朱肉」に綺麗な千代紙が貼っ

てあり艶出しもしてあり、その上に蓋をあけると内側に「まねき猫」が貼ってあるというとてもか

わいいものです。よかったらみなさんも一度手にとって見ていただけませんか。その他にも障害者

施設の方のアイデアあふれる授産品には目をみはるものばかりです。 

今月も「未来サポートステーション北九州」からは先月に引き続き数名の方に来店していただき、

販売の協力をしていただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

  

 

 

  この日の販売額は  「旧ゆめ広場」売り上げ： ３６,８４０円 

            「協力店」売り上げ     ： ６,２７０円 

              総売り上げ額        : ４３,１１０ 円 
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